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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月10日(2019.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能であり、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であ
って、
　前記有利状態に制御されることを示唆する複数種類の示唆演出を実行可能な示唆演出実
行手段と、
　前記複数種類の示唆演出のうちのいずれかの示唆演出が実行される場合、当該示唆演出
が実行されるまでの所定期間を報知する報知演出を実行可能な報知演出実行手段と、を備
え、
　前記報知演出において前記所定期間を報知した後、当該所定期間が経過するよりも前に
当該所定期間の報知を認識不能とし、
　さらに、
　遊技媒体が特定領域を通過したことに基づいて、設定値に応じた特定制御を実行可能な
特定制御手段と、
　前記設定値を変更可能な設定変更モードに制御可能な設定変更モード制御手段と、
　を備え、
　前記設定変更モードに制御されているときは、遊技媒体が前記特定領域を通過しても前
記特定制御が実行されない
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
（手段１）本発明による遊技機は、遊技を行うことが可能であり、遊技者にとって有利な
有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、有利状態に制御され
ることを示唆する複数種類の示唆演出（例えば、予告演出Ａ～Ｃ）を実行可能な示唆演出
実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ１０５ＩＷＳ２１６を実行
する部分）と、複数種類の示唆演出のうちのいずれかの示唆演出が実行される場合、当該
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示唆演出が実行されるまでの所定期間（例えば、「１０秒」、「２０秒」、「３０秒」）
を報知する報知演出（例えば、図２０－１３（Ｂ）に示す報知表示１０５ＩＷ００３の表
示）を実行可能な報知演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ
１０５ＩＷＳ２０７を実行する部分）と、を備え、報知演出において所定期間を報知した
後、当該所定期間が経過するよりも前に当該所定期間の報知を認識不能とし（例えば、演
出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ１０５ＩＷＳ２１０を実行する部分）、さらに、
遊技媒体が特定領域を通過したことに基づいて、設定値に応じた特定制御を実行可能な特
定制御手段と、設定値を変更可能な設定変更モードに制御可能な設定変更モード制御手段
と、を備え、設定変更モードに制御されているときは、遊技媒体が特定領域を通過しても
特定制御が実行されないことを特徴とする。そのような構成によれば、報知演出を実行す
る場合の演出効果を高めることができる。
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